
【演題募集要項】 

１．演題応募資格 

「筆頭演者は，以下のいずれかに当てはまる方とします． 

（1） （一社）宮城県作業療法士会会員は，筆頭演者として演題応募資格があります．ただし，演題募集の

締め切り時点において，入会時から令和３年度までの会費（ （一社）日本作業療法士協会，士会両方）が

納入されている必要があります．なお，他都道府県の作業療法士会会員は，筆頭演者としての応募資格

はありません． 

 

（2） 作業療法士以外の職種の方は，筆頭演者としての応募資格はありません． 

  

２．演題登録期間 

演題発表申し込み 

受付開始 令和３年 ６月 ２３日（水） 正午 

締め切り 令和３年 ９月 ３日（金） 正午 

３．募集内容 

一般演題枠として作業療法（士）に関する事例報告，実践報告，研究報告． 

事例報告セッション枠として作業療法の事例報告． 

４．発表形式 

１）一般演題［1)事例報告，2)実践報告，3)研究報告 ］ 、事例報告セッション枠として作業療

法の事例報告 

 本学会の全ての演題は Web 上で「演題動画」での発表となります．つきましては、下記の【演題動

画作成要項】をご参照ください． 

 一般演題の発表時間は 7 分，質疑応答は 3 分です． 

 事例報告セッション枠としての作業療法の事例報告の発表時間は 20 分，質疑応答 10 分です． 

※ 学会発表の経験のない方でも主体的参加がしやすいよう学会がサポートいたします． 

５．倫理的事項について 

１）対象者の同意について 

個人が特定されるような報告では，本文中に対象者の同意についての記載が必須です．同意に関する

記載が不十分な場合，発表を辞退していただく場合があります． 

２）最大限倫理的な配慮を行うこと 



研究の計画・実行・分析・演題作成等の過程において，個人の尊厳，人権の尊重等の倫理的配慮を十分

に行い，各大学・病院等に倫理審査委員会がある場合は，審査を受けた旨を記載して下さい． 

３）利益相反（COI）の開示について 

発表演題に関連して，企業等との利益相反（Conflicts of Interest：COI）の有無および状態について申告

する必要があります．発表時に利益相反の有無を述べてください． 

４）著作権等への配慮 

他の著作物からの引用を行う時には，本文中に出典の著者と発行年数（フルネーム，西暦）を明記し，著

作権を侵害しないように注意して下さい．  

５）学会長の要請に対する協力について 

学会長から，演題内容に関する倫理的配慮を証明する文書の提出や説明を求める場合があります．そ

の場合はご協力願います． 

６．演題発表申し込み方法 

申し込みは，学会ホームページにアクセスし，「①演題登録」をダウンロードして頂き，必要事項を記入の

上，下記の＜演題受付・抄録係＞に締切り日（令和 3 年 9 月 3 日）までに，E-mail にて送信ください．

E-mail の件名には「第 22 回宮城県作業療法学会 演題登録」と記入ください． 

また，抄録の登録につきましては「②抄録作成様式」が HP 上にございます．併せて演題の登録もお願

い致します。下記「抄録作成要項」，「演題動画作成要項」もご確認頂き，  令和 3 年 9 月 3 日（金）～ 

令和 3 年 10 月 1 日（金）までに作成及び，E-mail にて送信をお願い致します．※容量が大きくメール送

信できない場合は、大容量ファイル転送サービスサイトをご利用ください． 

なお，演題の採択結果は 抄録、演題動画確認以後 に登録いただいたメールアド

レスにご連絡させていただきます． 

 

７．抄録原稿（学会誌原稿）作成要項 

１）共同演者は 4 名までとなります． 

２）本文の文字数について                                                 

A４版 1 枚で（2 段組：1 行 24 文字以内×40 行，900 から 1,700 文字程度），文字は全角（MSP 明朝  

体,本文は 10.5 ポイント，題字は左揃えで 12 ポイント）とします．英数字は半角とします．なお，文字数に

タイトルは含みません．抄録トップのタイトル欄には，演題タイトルと氏名，所属，キーワード 3 個を記入し

てください（日本作業療法士協会ホームページにキーワード集が掲載されていますので参考にすることが

できます）．  https://www.mas-sys.com/jotc53/keyword-ja.html 

https://www.mas-sys.com/jotc53/keyword-ja.html


３）本文には【目的】【方法】【結果】【考察】【まとめ】等の小見出しをつけてください．小見出しは左揃え  

とし，その両端には【  】をつけて囲み，必ず改行してください．また図表は入れないでください． 

４）機種依存文字について 

  入力される文字によって，文字化け・脱字等の不具合が生じることがあるため，以下の特殊文字 

  （記号）の使用は絶対に避け，半角英数や他の文字で代用して下さい． 

 避ける文字（記号）：囲み数字，ローマ数字，単位記号，省略記号，等 

８．演題動画作成要項 

１）本学会の全ての演題は Web 上で「演題動画」での発表となります。演題動画は，①パワーポイントで

スライドを作成し，②そのスライドに発表音声を録音し，③動画に変換する、以上①〜③の手順で作成し

ます。演題動画の具体的な作成方法については、「第 22 回宮城県 OT 学会発表資料作成について」を

ご確認ください． 

※スライドの枚数に制限はありませんが，一般演題の動画再生時間は 7 分以内，事例報告セッション枠

としての作業療法の事例報告の動作再生時間は 20 分以内、質疑応答 10 分程度動画撮影とします．  

1 枚目から音声データを録音し，動画を作成下さい． 

※スライドは 1 枚目 演題名・発表者所属・氏名，2 枚目 利益相反（COI）について，3 枚目～発表内容 

※事例登録セッションのパワーポイントスライドは以下の項目をスライドに含めて下さい． 

①報告の目的，②事例紹介，③作業療法評価，④介入の基本方針，⑤作業療法実施計画， 

⑥介入経過 ，⑦結果，⑧考察，⑨参考文献 

２）対応しているソフトは Microsoft PowerPoint 2013・2016・2019・Microsoft 365 です．「演題動画作成・保

存マニュアル」は Windows 用に作成したものであり，Macintosh においてはマニュアル通り操作出来ない

場合があります． 

３）フォントは文字化けを防ぐため，下記のフォントにて作成してください． 

日本語：MS ゴシック，MSP ゴシック，MS 明朝，MSP 明朝 

英 語：Arial，Times New Roman，Century，Century Gothic 

４）MPEG-4 形式でファイル容量 100MB 以内を厳守してください． 

５）演題動画のファイル名は「演題番号_氏名（ローマ字）」としてください． 

例）1 miyagi tarou ※演題番号はメールにてご連絡いたします． 



６）発表に際し、個人情報の取り扱いについては十分ご注意下さい．また参加者に対しては学会運営側よ

り演題動画の撮影は行わないよう注意喚起いたします． 

７）Web 学会期間中は、発表に対して参加者から質問を受け付けます．参加者からの質問は，学術部を

介して発表者にメールで連絡します，質疑応答の迅速化を図るため、発表者は、学会期間中はこまめに

メールをチェックして下さい．質問があった際には，なるべく早くご回答を学術部宛にメールでご返信下さ

い．なお質疑応答の内容はホームページに掲載し、全ての参加者が閲覧できるようにいたします． 

８）ご登録いただいた演題動画データは学会ホームページで閲覧できるよう掲載し，Web 学会の会期終

了後，ご登録頂いた演題動画は責任をもって消去いたします． 

９．演題論文の使用権について 

演題論文の二次使用権・許諾権は，（一社）宮城県作業療法士会に帰属します． 

 

１０．演題採択について 

（1）最終的な採否は以下の採択基準に従って，学会長と演題査読委員会の協議のもとに決定いたしま

す． 

なお，採択された演題の取り消しはできません． 
 

1）演題内容に関わる倫理的事項が遵守されている． 

2）論文構成や表現などが適切である． 

3）テーマや内容に創造性や独自性があり，作業療法の発展に貢献すると判断される． 

4）方法・器具等が具体的に記載されている． 

5）同一演題名で他学会等において発表されていない． 

6）本学会の「演題募集要項」が遵守されている． 

（2）採択結果の通知は，募集締め切り後の 1 か月を目途に，学会側より発表日時を記入した電子メール

により筆頭演者連絡先宛に直接通知いたします． 

１１. 演題採択基準 

1．発表の質 

発表は以下のように項目とその内容が構成的に記載されているか（以下は発表の構成例です．必ずしも

構成例の通りに記載する必要はありません）． 

1）序論：発表の背景（先行研究の成果や残されている課題），発表の重要性や必要性が述べられている

か． 



2）目的：発表で何を明らかにするのか，具体的な方法が述べられているか． 

3）方法：対象と方法が具体的に述べられているか．方法は発表の目的に合致しているか．倫理手続きが

述べられているか． 

4）結果：実践や介入の結果が示されているか． 

5）考察（結論）：得られた結果が論理的に説明されているか．発表の重要性や問題点，社会に果たす貢

献などが述べられているか． 

※事例報告や実践報告に関しては，項目を明確にして構成的に述べられているか． 

 

2．専門性 

1）発表は作業療法の発展に貢献するか．発表の内容は作業療法と関連しているか．実践のレベルを高

めたりするのに役立つ発表か． 

2）作業療法を発展させるユニークな発想や，オリジナルな視点（斬新さや革新性）はあるか． 

 

3．倫理的配慮 

1）発表は個人情報を保護し，対象者からインフォームド・コンセントを得て行われているか．また，当該機

関の承認を得ているか． 

 

4．その他 

1）同一，または極めて類似した内容で他学会等において発表されていない． 

2）本学会の演題募集要項が遵守されている． 

 

5．演題審査方法 

 「10．演題採択基準」に基づき，審査員の査読により「採択」，「修正後採択」，「不採択」の判断を行いま

す．最終的な採否判定は，学会長が行います． 

 

12．その他 

要項に関する追加・変更事項などは，第 22 回宮城作業療法学会ホームページで随時更新いたします．

あわせてご参照ください． 

13．演題問い合わせ先 

第 22 回宮城作業療法学会  学術局 菅原 佳奈子（女川町地域医療センター） 

Email アドレス  kanakosu※jadecom．jp （※を＠に変換し送信下さい） 

 


